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感染症定期報告の報告状況   



感染症定期報告の報告状況（医療機器平成18年4月1日～平成18年9月30日）  
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脈基部  1172   最近の外国旅行とは関連していなかった。この患者は  
56歳以上（56－82歳の範囲）で男性の方が多かった  
（76瑚。患者2例は劇症肝炎の症状を呈した。計129症例  
（691）はHEVが高度に流行している国々への最近の旅行  
と関連していた。旅行関連疾患の患者と比較して、旅行  
に関連しない疾患の患者は高齢である傾向があり、海  
岸地帯又は河口地域に居住し、東南アジア系の民族で  
はなく、HEVの遺伝子型3株に感染していた。遺伝子型3  
はイギリスのブタに近縁のヌクレオチド配列を持ち、ブタ  
がウイルス保有宿主である可能性がある。  

レンサ球菌  
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症は2005年7月中旬がど丁クで、同年8月5日以降は新  
たな感染例はない。ブタは800頭以上が死亡し、ヒトでは  
感染例204例のうち38例が死亡した。ほぼ全ての患者  
が、病気のブタとの接触があった。ヒトとブタの検体を調  
べたところ、Streptococcussuisserotype2の存在が確  
隠され、その他の細菌やウイルスは認められなかった。  
当局によるとヒトからヒトへの伝播は見られなかった。  
WHOによると、新しい変異型か毒性の強い2型serotype  
かは今のところ明らかではない。  

H5Nl聖ウイルスのブタでの感染実験の結果、ブターブタ  
間の伝播は簡単には起こらないことが示された。   
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たところ、Streptococcussuisserotype2の存在が 
され、その他の細菌やウイルスは認められなかった 
局によるとヒトからヒトヘの伝播は見られなかった。  
HOによると、新しい変異型か毒性の強い2型seroty 

かは今のところ明らかではない。   
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ルのブタ由来T．gondii分離紺よ、表現型的にも遺伝  
的にも米国のブタ由来分離株とは異なり、病原性が  

った。1996年かb2003年の間に亡型肝炎と血清学的に  
断された186例中、外国旅行に関係していない感染者  
17例で、全て英国のブタのHEV株、遺伝子型3型に悠  
していた。本所見からE型肝炎はイングランドおよび  
ェールズに固有の型であることが示唆された。  
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、ヒトからヒトへの伝挿も起きたことが強く示唆され、 
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13   月24日に熟と肺炎を発症し，現在入院中で症状は安定  
している。中国当局は以前に公表された症例2例がその  
徒死亡したことも報告した。症例は12月7日に報告され  
たGu8ngXi自治区の10才の少女と12月16日に報告され  
たJian騨i省の35才の男性である。中国における確定症  
例8例のうち現在5例が死亡している。  

鳥インフル  
エンザ   衛生省はH5Nlトリインフルエンザウイルスによる新規ヒ  
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の症状のため入院し．1月11日に死亡した。症例が屠殺  
作業中に感染したのか，住んでいる村において感染した  
鳥類への直接的暴露の結果として感染したのかどうか  
を決定するための詳細調査が実施されている。  

鳥インフル  
エンザ   

Canada／CCDR  
2006年3月15日   

療中であり、安定した状態である。2006年2月13日、中  
国衛生省は同国で12例日となるH5Nlトリインフルエンザ  
ウイルスヒト感染症の検査確定例1例を報告した。症例  
は南中央部のHun8n省出身の20才の農業従事者の女  
性で、之006年1月27日に発症し、その後重度の肺炎で入  
院した。  

る。感染源は調査中であるが、発症前lこ生きた家禽が  
売られている市境を数回訪れたことが明らかとなってい  
る。この地域では家禽におけるH5Nl感染は公式には報  
告されていない。  
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ロ蹄痩陽性であった。  

、隔離、ワクチン接種、消毒 
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